
平成 29 年度第１回いわき市食育推進委員会 議事録 
 

 

１ 開催日時： 平成 29 年６月 26 日（月）14：50 ～ 16：20 

 

 

２ 開催場所： 総合保健福祉センター ３階 健康指導室 

 

 

３ 議事案件及び発言内容等： 

 

(1) 議事 

 

① 平成 29 年度食育関連事務事業等について 

委 員 長 
 はじめに、「平成 29 年度食育関連事務事業等について」事務

局より説明をお願いする。 

事 務 局 

（平成 29 年度食育関連事務事業等について説明） 

○会議資料１－１、１－２、１－３により 

 関係各課等で実施している食育関連事務事業について、分 

野別の事業数を含めて説明があった。 

  また、関係団体等で実施する食育に関するイベント等につ 

いて、平成 29 年度から開始した新規イベントを中心に情報

提供があった。 

委 員 長 
 平成 29 年度食育関連事務事業等の県事業について、松本委

員から補足説明をお願いする。 

委 員 Ｃ 

 ○会議資料１－３、いわき農林ニュース（抜粋）等により 

資料１－３のＮｏ17「やさい教室」、Ｎｏ18「遠野町農業

体験」について、補足説明があった。 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

 （質問、意見等なし） 
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② 食育モデル事業について 

委 員 長 
 続いて、「食育モデル事業について」事務局より説明をお願

いする。 

事 務 局 

（食育モデル事業について説明） 

○会議資料２により 

  食育モデル事業の概要及び 29 年度の食育モデル事業の実

施予定について説明があった。 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

 （質問、意見等なし） 

 
 
 

③ 食育フェスタについて 

委 員 長 
 続いて、「食育フェスタについて」事務局より説明をお願い

する。 

事 務 局 

（食育フェスタについて説明） 

○会議資料３により 

29 年度の第４回「食育フェスタ」の実施予定、食育講演会

及び「笑顔がごちそうフォトコンテスト」等の概要説明があ

った。 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

委 員 Ｄ 

  食育フェスタは、昨年度アレルギーに配慮したおやつが出

ると聞いて参加したが、乳製品等のアレルギーには配慮して

いたが、小麦までは配慮しておらず、子どもが食べられずに

残念な思いで帰ったことがあったので、今回の食育フェスタ

では、小麦も含めたアレルギーの配慮ができれば、指標にあ

るアレルギーに関しての理解度が上がるのではないかと思

うので、ぜひ、実践していただきたい。 

事 務 局 

  食育試食会にお出しするメニューについて、数量や衛生的

な条件等があり、今すぐに答えられるものではないが、各栄

養士と相談しながら条件に合致するようなおやつメニュー

を検討していきたい。 
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④ 第３次いわき市食育推進計画策定に向けた今後のスケジュール(案)について 

 

委 員 長 
 続いて、「第３次いわき市食育推進計画策定に向けた今後の

スケジュール(案)について」事務局より説明をお願いする。 

事 務 局 

（第３次いわき市食育推進計画策定に向けた今後のスケジュ

ール(案)を説明） 

○会議資料４により 

第３次いわき市食育推進計画策定に向けた今後のスケジュ 

ールの概要説明があった。 

  また、今年度は今回も入れて計４回の会議を予定している

旨の報告があった。 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問があれば発言をお願い

する。 

  （質問、意見等なし） 

 
 

（２）その他 

 

委 員 長 

 以上、本日、協議事項として挙げられた４件の議事について

の協議は終了となるが、「その他」として各委員、事務局より

何かあればお願いしたい。 

委 員 Ｃ 

 ○いわき農林水産ニュース（抜粋）により 

いわき農林水産事務所から、現在は発行している「いわき

農林水産ニュース」について、生産者のみでなく消費者の方

にも知ってもらうため、県では周知しているところである。 

現在、福島県全体を挙げて、第三者認証ＧＡＰ（good 

agricultural practice「農業生産工程管理」（2020 年東京オ

リンピック・パラリンピック競技大会の食糧調達基準とした

要件の１つ））の日本一の取得を目指し、全国に向けた福島

県産農林水産物に対する風評払拭、更なるブランド力向上を

進めるため、取り組んでいる。 

委 員 Ａ 

  生活研究グループでは、農産物を収穫し、郷土料理づくり

の親子体験を実施している。 

  今後も、その時期に合う農作物を使った料理の調理体験な

どいろいろ実施していきたいので、興味のある方は申し込み

をしていただきたい。 

 また、今後生活研究グループで何をやっていただきたいか、
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案や希望等がある場合、生活研究グループまで連絡してほし

い。 

委 員 Ｃ 

  福島県では、川前の鬼が城で夏休みを利用した親子で野菜

を採り、食事を作りながら、食育についての話をするイベン

トを考えている。 

  また、現在レシピが流行しており、県でクックパットを利

用した動画を利用し、簡単に調理した栄養価のある食事を案

内する考えであるが、行政だけでは情報が集まらないので、

皆さんからの幅広い情報をもらえたらと思いますので、福島

県いわき市農林事務所まで連絡をいただきたい。 

委 員 Ｂ 

平成 29 年度事務事業等調査の資料１－１Ｎｏ19 の「幼児

むし歯予防対策事業」の中のフッ化物洗口で、平成 27 年度

に福島県では、継続的な事業ではないとの報告を受けていた

が、いわき市では継続事業として考えているのか？ 

事 務 局 

フッ化物洗口については、小学校は小学校を所管している 

教育委員会、又、未就学児は就学前施設を所管している部署

が順次計画的に進めていけるように働きかけを行っている

所であります。 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

 （質問、意見等なし） 

委 員 長 
他になければ、本日の案件はすべて終了いたしました。 

御協力ありがとうございました。 

 （委員会終了） 

 


